
4月2日、国立オリンピック青少

年総合センターで行われた環境セ

ミナーに多くの会員が出席しまし

た。高津理事長の「ここまで来た

地球環境

問題」と

題する講

座で、地

球温暖化

から始ま

り、現状

の深刻さ

とともに、

地球規模での植樹による環境改善

と、保全の必要性と、その道筋が
語られました。

また、教室の外は

環境に恵まれ、ソメ

イヨシノが満開に咲

き誇る中、フィール

ドワークと、周辺に

あるタブノキ、クヌ

ギ、ナラ、シイなど

をはじめ、命を守る

重要な土地本来の木々

の役割を話しました。

また、パラグアイ

から一時帰国してい

る、伊達勝見さんが、

パラグアイでの植樹
活動の現状と、今後

の方向性について報

告をしました。パラ

グアイは国を挙げて、

植樹の必要性を訴え

ていますが、ほとん

ど木が植えられてい

る状況はなく、伐採

が続いていて、状況

は、年々と深刻の度を増している

と訴えました。今回、日本に来れ

たので、効果的な植樹の拡大につ

いて、他のNPOとも連携している

ことを話していました。

地球の緑を守る会
支部会員募集キャンペーン

当会では平成29年度までに現在

の7支部から21支部までに拡大す

る計画を進めています。27年度現

在の全国支部は、西東京支部（中

田欣宏）、長野支部（高津啓洋）、

名古屋支部（山本力男）、北関東

支部（中島吉紀）、湘南支部（奥

平里美）、千葉支部（大滝順治）、

四国中央支部（三浦謙吾）の7支

部です。

《支部拡大の目的》

① 都道府県に「植樹文化」

を普及させる
今まで、木は山にあるもの、木

材生産のためのもの、街の緑は美

化のための装いであると思われて

いました。しかしこれからは、そ

こで生まれ、学び、働く市民のい

のちを守る防災・環境保全林づく

りが必要です。

② 地域固有の環境保全市・

町・村のモデルをつくる

ドングリから苗をつくり、その

土地に合った樹種を混植・密植す

る植樹法（宮脇メソッド）を普及

させることで、環境危機時代にも

生き残る街づくり、村づくりを提

案します。それと同時に、母親は

家の周りに、子供たちは学校に、

父親は職場の周辺に木を植える、

足元からの活動を促進します。

《支部会員の特典》
① 月3000円の引き落とし会

員になっていただくことで、どの

地域にお住まいの方にも、「地球

の緑を守る会」の支部として活動

する資格が与えられます。

② それぞれの地域における

植樹活動の技術指導は、当会事務

局（東京都世田谷区用賀4-34-12

グリーンハウス№2-231）のスタッ

フが責任を持って指導させていた

だきます。

③ 各支部の支部長とメンバー

には、東京都認可の環境NPO（特

定非営利活動法人）「地球の緑を

守る会」の名刺が支給されます。

＊支部会員：月額3000円の引き落

とし会員の登録をされた方の便宜

上の呼称です。

※詳細は、メールやお電話でお問い合わ

せください。

理事長 高津啓洋

事務局長 戸石文夫
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[お知らせ] 夏季に、岩手県大槌町の命を守る防潮林・植樹地の見学ツアーを予定しています。


